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 般前β－化＊  

令和８（２０２６）年度 

宝塚医療大学 入学試験 

⼀般選抜  

⼀般⼊試 前期β⽇程  

問題【60分】 

化学基礎 

 

問題は指示があるまで開けないでください。 

 

【注意事項】 

１ 問題冊子，解答用紙に受験番号（７桁）・名前を記入してください。 

２ 問題冊子は全８ページ（問題は２ページから５ページ）です。 

解答用紙は別になっています。 

  不良の場合は手を挙げて知らせてください。 

３ 解答はすべて解答用紙の所定欄に記入してください。 

４ 問題用紙の余白等は適宜利用して良いが，どのページも切り離してはいけません。 

５ 試験終了後，問題用紙，解答用紙とも回収しますので持ち帰らないでください。 

 

 

受験番号 

       

 

名 前  
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【１】 原子番号が６，８，９，１０，１２，１６，１８，１９，２５の９元素について，次の（１）～ 

（６）に当てはまるものを，原子番号ですべて答えよ。 

 

（１）１８族の元素はどれか。          （２）価電子が４個の元素はどれか。 

（３）遷移元素はどれか。            （４）互いに同族の元素を２組挙げよ。 

（５）イオン化エネルギーが最小の元素はどれか。 （６）最も陰イオンになりやすい元素はどれか。 

 

 

【２】 次の（１）～（３）の物質が結晶状態にあるとき，種類をＡ群から，性質をＢ群から選び，記号で 

答えよ。 

 

 （１）ナトリウム    （２）塩化カルシウム  （３）メタン    

 

  [Ａ群] （ア）分子からできている物質 

（イ） イオンからなる物質 

（ウ）金属 

  [Ｂ群] （ａ）電気伝導性がある 

      （ｂ）沸点・融点が低い 

      （ｃ）固体の状態では電気を通さないが，加熱融解すると電気を通す 

 

 

【３】 次の①～③の文を読み，下の（１）（２）の各問いに答えよ。 

 

   ① 水素３ｇと酸素（  ）ｇが反応して，水２７ｇが生じた。 

   ② 水素１０mLと酸素（  ）mLが反応して水となり，このときの体積比は２：１の整数比となる。 

   ③ 水素と酸素が反応して水ができるときの質量比は，つねに水素：酸素＝１：（  ）である。 

 

 （１）文中の（  ）に適する数値を記せ。 

 （２）各文と最も関係の深い法則を１つずつ選び，記号で答えよ。 

    （ア）倍数比例の法則 （イ）定比例の法則  （ウ）気体反応の法則 （エ）質量保存の法則 
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【４】 水１００ｇに対する硝酸ナトリウムの溶解度は，右下のグラフより６０℃で１２４ｇ，２０℃で 

８８．０ｇである。また，無水硫酸銅（Ⅱ）の水１００ｇに対する溶解度は，３０℃で２５．０ｇ， 

６０℃で４０．０ｇである。次の（１）～（３）の各問いに答えよ。ただし，式量は，ＣｕＳＯ４＝ 

１６０，ＣｕＳＯ４・５Ｈ２Ｏ＝２５０として，有効数字３桁で求めよ。 

 

（１） ６０℃の硝酸ナトリウム飽和水溶液１００ｇ 

   を２０℃に冷却したとき，何ｇの結晶が析出す 

   るか。 

 

 

（２） ２０℃の硝酸ナトリウム飽和水溶液１８８ｇ 

   から水を２５．０ｇ蒸発させ，温度を２０℃に 

もどしたとき，何ｇの結晶が析出するか。 

 

 

（３） ６０℃の硫酸銅（Ⅱ）の飽和水溶液１００ｇ 

   を３０℃まで冷却したとき，何ｇの結晶が析出 

   するか。 

 

 

 

【５】 実験Ⅰ～Ⅲの文を読み，（１）～（３）の各問いに答えよ。ただし，原子量は，Ｈ＝１．０， 

Ｃ＝１２，Ｏ＝１６とし，有効数字２桁で求めよ。 

 

＜実験Ⅰ＞ シュウ酸二水和物（ＣＯＯＨ）２・２Ｈ２Ｏの結晶３．１５ｇを用いて５００mLのシュウ 

     酸水溶液に調整した。 

＜実験Ⅱ＞ このシュウ酸水溶液１０.０mLを，濃度不明の水酸化ナトリウム水溶液で，中和滴定した

ところ１０．０mLを要した。 

＜実験Ⅲ＞ この水酸化ナトリウム水溶液で，１０倍に薄めた食酢１０．０mLを中和滴定したとこ 

ろ，７．６mLを要した。 
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（１） シュウ酸水溶液のモル濃度は，何 mol/Lか。有効数字２桁で求めよ。 

 

 

（２） 水酸化ナトリウム水溶液のモル濃度は，何 mol/Lか。有効数字２桁で求めよ。 

 

 

（３） 薄める前の食酢中の酢酸のモル濃度は，何 mol/Lか。有効数字２桁で求めよ。ただし，食酢中 

の酸はすべて酢酸とする。 

 

 

 

【６】 次の（１）（２）の各問いに答えよ。 

 

（１） （ア）～（オ）の記述のうち，誤っているものを２つ選び，記号で記せ。 

 

  （ア） 硝酸銀水溶液に亜鉛板を浸すと，亜鉛板の表面に銀が析出する。 

  （イ） 硫酸銅（Ⅱ）水溶液に鉄くぎを浸すと，鉄くぎが赤銅色になる。 

  （ウ） 硫酸亜鉛水溶液に銅板を浸すと，銅板上に亜鉛が析出する。 

  （エ） 塩化水銀（Ⅱ）水溶液をアルミニウム板の上に２～３滴落とすと，その部分が侵される。 

  （オ） 塩化ナトリウム水溶液に，アルミニウム板を浸すと，板上にナトリウムが析出する。 

 

（２） （ア）～（エ）の金属の粉末を多量の酢酸鉛水溶液に加えて放置したとき，上澄み液に鉛以外 

の金属イオンが生じるものはどれか。２つ選び，記号で記せ。 

 

 （ア）銀       （イ）鉄       （ウ）銅       （エ）亜鉛 
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【７】 次の（１）～（６）の記述のうち，ボルタ電池に該当するものには「Ｂ」，ダニエル電池に該 

当するものには「Ｄ」，ボルタ電池とダニエル電池の両方に該当するものには「Ｗ」を記入せよ。 

 

（１） 正極は銅板，負極は亜鉛板である。 

（２） 電解質溶液は，硫酸銅（Ⅱ）水溶液と硫酸亜鉛水溶液である。 

（３） 電解質溶液は，希硫酸である。 

（４） 両極間に豆電球をつけると，長い時間点灯する。 

（５） 正極から気体が発生する。 

（６） 負極では，亜鉛が亜鉛イオンとなる。 
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【出題のねらい】 

 

【１】 では，周期表の見方，周期表中の元素の分類方法等についての理解度を問うた。また，その際，周期表

中の元素のイオン化エネルギーや電子親和力の差についても触れた。 

【２】 では，イオン結合，金属結合，共有結合でできた物質の性質について，物質の性質が化学結合により特

徴づけられることが理解できているかどうかを問うた。 

【３】 では，化学基礎では「参考」として扱われているが，化学の基礎法則について理解できているかどうかを

問うた。 

【４】 では，化学基礎では「参考」として扱われているが，温度による物質の溶解度の違いや，その違いにより生

じる沈殿量の計算の仕方等について問うた。 

【５】 では，典型的な酸と塩基の中和反応についての計算方法の理解度を問うた。 

【６】 では，イオン化傾向と金属の反応性についての理解度を問うた。 

【７】 では，電池（ボルタ電池，ダニエル電池）の基本的な仕組みや特徴について問うた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


